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商標五庁（TM5）と意匠五庁（ID5）の
年次会合（ユーザセッション）が

箱根で開催されました 
１．はじめに

商標五庁（TM5）の第13回年次会合が、
2024年12月9日から11日にかけて、意匠五庁

（ID5）の第10回年次会合が、2024年12月12
日から13日にかけて、それぞれ神奈川県足柄
下郡箱根町にて開催されました。

12月11日のTM5ユーザーセッションに飯
田弁理士が、12月13日のID5ユーザーセッシ
ョンに茜ヶ久保弁理士が、それぞれ参加しま
した。

２．TM5とID5
TM5は、日本国特許庁（JPO）、米国特許

商 標 庁（USPTO）、 欧 州 連 合 知 的 財 産 庁
（EUIPO）、中国国家知識産権局（CNIPA）、
韓国特許庁（KIPO）の商標五庁からなる協
力の枠組みであり、毎年、年次会合と中間会
合を開催しており、各国庁の最近の施策や互
いの審査運用等の情報交換を行うとともに、
五庁間でプロジェクトを立てて協力を推進し
ています１。

ID5も、TM5同様、JPO、USPTO、EUIPO、 
CNIPA、KIPOの意匠分野での国際協力を推
進するために「意匠五庁（ID5）会合」を創
設し、以後、意匠保護に関する法制度と実務
に即した五庁間の協力を継続しています２。

TM5、ID5ともに、本年はJPOがホスト庁

海外知財アップデート

として開催し、会期の最終日には、ユーザー
を招待してユーザーセッションを開催し、ユ
ーザーとの情報交換を行いました。

３．TM5のユーザーセッション
TM5ユーザーセッションでは、前日まで

に行われた年次会合の報告の後、「悪意の出
願（bad-faith TM applications）」 を テ ー マ
として、８名のユーザーが、出願人や代理人
の立場から、悪意の出願の具体的な事案や対
策を共有し、各国庁への対策の強化を呼びか
けました。

（TM5ユーザーセッションの様子）

各プレゼンから、各国で悪意の出願が意図
せずに放置されている現状が見て取れまし
た。また、ブランドオーナーが世界中で継続
的なモニタリングを強いられ、悪意の登録を
取り消すために多大な費用と労力を投じてい
る現状や、それゆえに、発生する悪意の出願
全てに対して対策を講ずることが難しい現状
があることなど、悪意の出願がブランドオー
ナーに与える負荷は相当なものであることを
改めて実感しました。こうした現状を踏ま
え、例えば中国では、悪意の程度が重度であ

１　商標五庁（TM５）に関する特許庁の解説
をご参照ください。https://www.jpo.go.jp/
news/kokusai/tm5/index.html

２　意匠五庁（ID５）に関する特許庁の解説を
ご 参 照 く だ さ い。https://www.jpo.go.jp/
news/kokusai/id5/index.html
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・メタバース意匠の保護の研究

［各国庁によるアップデート］
各国庁のプレゼンテーションにおいて私

（茜ヶ久保）が興味を持ったのは、KIPOが３
Dモデルデータ（OBJ,STL,STP）を図面のデ
ータとして受け入れを開始するという点と、
USPTOの審査遅延（審査期間約16か月）と
いう点でした。

３Dモデルデータでの図面の受け入れは、
現状の意匠実務においても、３Dモデルデー
タから２Dの線図を書き起こして出願してい
ることから考えれば、今後の意匠実務におい
ては非常に重要な取り組みであり、KIPOで
の先進的な取り組みには今後も注目です。ま
た、USPTOは、近年、特に中国からの出願
が増加しており、2020年以降、毎年約40人～
80名ほど審査官を採用しながらも、審査の滞
貨が解消しない現状があります。今後も審査
が滞りなく運用されていくかについて注視が
必要です。

５．おわりに
主要５庁の会合において、ユーザーとして

参加し、各国の官庁関係者やユーザーと意見
交換の場を持てることは、実務へのフィード
バックも多く、貴重な機会です。今後もこの
ような機会に参加していきたいと考えていま
す。

れば法に基づいて罰則を課す制度を構築する
など、ここ数年、継続的に悪意の出願に対す
る対策を強化しており、今後の更なる対策強
化が期待されます。

悪意の出願に対しては、そもそも登録を与
えないという方策が最も効果的であると考え
られ、各国庁が悪意の出願に関する情報を共
有するなど、国際的な協力体制を強化するこ
とが求められていると思います。

４．ID5ユーザーセッション
ID5ユーザーセッションでは、まず、前日

（12月12日）に開催された官庁間会合の報告
がなされるとともに、ID5のプロジェクトの
報告、各国庁の最新情報の共有がなされ、午
後には、生成AIがデザインに与える影響を
テーマにユーザーによるプレゼンが行われま
した。ここでは、ID5のプロジェクトと各国
庁のアップデートについてご紹介します。

（ID5ユーザーセッションの様子）

［ID5におけるプロジェクト］
ID5におけるプロジェクトとして以下の５

つが紹介されました。
・図面要件のユーザーガイドの作成
・「デジタルデザイン」の意匠出願に関する

ユーザー向けガイドブックの作成
・E-learningプラットフォームの整備３

・ID5ウェブサイト・プロジェクトリストペ
ージの整備４
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